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１月１２日（金）に、下郷町のえがわっ子クラブを訪問しました。この日は、年始めということもあり、コマ

回しや福笑いなど、お正月の遊びを楽しんでいました。 

また、子ども教室の部屋の入口には、しめ飾りが飾ってありました。年末に、地域の方と一緒に子供達が作っ

たものとのことでした。スタッフや地域の方の経験を生かして、季節感のある取組をされていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「お正月の遊びでは、コマ回しが

楽しいです。」 

「コマは、上手な人（先輩）に教

えてもらいました。」 

回るコマを手のひらに乗せてみ

せてくれる子供達に、とても驚きま

した。 

 

＜コーディネーター 星さん＞ 

 月に２～３回、季節の行事を

取り入れる他、学校の文化祭の

作品を作ったり、文化協会の協

力で茶道教室を開いたりと、学

校や地域の協力を得てイベン

トを行っています。 

 子供達にコマ回しブームがきて

おり、今度、コマ回し大会を行う

そうです。 

 運動会で余った景品を分けても

らうなど、学校にも協力してもら

ったとのこと。子供達もとても楽

しみにしていました。 

出欠確認が終わると、すぐに遊び始める子供もいれば、勉強を始

める子供もいました。コーディネーターの星さんは、「放課後子ど

も教室は、基本的に家庭で過ごす時間と同じだと思っているので、

学習をするかどうかは自由です。家庭で約束を決めてくる子供もい

ます。」とおっしゃっていました。 

それぞれに違う活動をする時間

も、子供達は落ち着いて過ごしてお

り、スタッフの負担も少ないようで

した。 

放課後の事業ですが、壁には、学

校名で出されている約束が掲示して

あります。学校と連携が図られてい

ることも、子供達の落ち着いた生活

につながっていると感じました。 
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